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三橋　光先生を偲んで
武田　千枝子
　優しいお声と堂々たるお姿でなごやかな雰囲気をかもし出しておられた
三橋光先生は、一年余りの闘病生活ののち、平成9年も暮れようとする
12月18日・永眠されました・ttある牒1覚髄していたものの薄逝
去の報に接した時は、声を呑んだことを憶えております。私たちは無事を
常と考え勝ちですが、思いがけない突然の別れ、これが人の世の常なのだ
ということを改めて思い知った一瞬でレた。
　先生は昭和4年に千葉県でお生まれになりました。昭和24年4月、
開設されたばかりの学習院大学文政学部哲学科に入学、26年4月に英文
学科に転科され、英文科第一期生となられました。，29年3月、同学科
卒業後、4月には東京都立大学大学院人文科学研究科英文学専攻に入学な
さいました。学習院大学に大学院が開設されたのは昭和28年4月のこと
であった．からです。32年3月同研究科修士課程を終了後、二、三の都立
高校及び学習院中等科で教鞭をとられたのち、37年4月に学習院大学
専任講師として英文科に迎えられました。当学科では初の学習院大学出身
教員であられたわけです。41年4月助教授、そして47年4月に教授に
それぞれ昇格されております。この間、42年9月から1年間、英国ロン
ドン大学、ニューカスル大学留学、さらに45年4月からの1年間は、
オーストラリアのクィーンズランド大学講師として日本語・日本文学を担
当なさいました。その後も61年4月からは英語教育事情の視察を兼ねて
研究のためヨ・・一ロッパ諸国へ1年間出張されました。平成8年4月からは
1年間の予定で英国での海外研修を始めておられましたが体調を崩されて
帰国、療養生活に入られたのでした。先生は平成4年10月から6年9月
まで英米文学科の主任教授として学科の運営に心を砕かれました。平成
10年1月、従五位，勲四等旭日小綬章を授与されました。
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　英文学研究者としての先生は大学院の修士論文で取り上げられた19世
紀の英国の文人ウォルター・ペイタアを研究対象とされ、その後、2編の
ペイタア諭を執筆されています。その一つは、伝統的な道徳の衰退に伴う
混沌とした前世紀末の精神世界において、「個人的な感覚に最高の価値を
置き、瞬間の中にできる限り多くの感動の脈搏を得ようという刹那主義」
の生き方を提唱したペイタアの『享楽者マリウス』（1885）の主人公
マリウスの魂の遍歴を跡づけた「『マリウス』の成立とその構成」（学習院
大学研究年報第8輯）、それに続く「ペイタアのヘレニズムについて」
（同年報第12輯）が二つ目の論考です。ペイタアの刹那主義の根底には、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1彼の理想とするギリシアの存在を見逃すことはできないとの指摘がみられ
ます。
　先生の翻訳は限られたものであるとはいえ、ペイタアへの関心と無縁で
はありません。ワイルド：r芸術とは何か一芸術家としての批評家』
（昭和46年）、詩人ディラン・トマス全集の中の一巻r評論』編（昭和
57年）、また英訳として中島敦r悟浄出世渥（昭和46年）があります。
　上記の英訳書があることからもわかる先生の群を抜く英語力、数回に
及ぶ海外生活に基づく豊富な知識、哲学科に在籍されていたことからも
うかがえるヨーロッパの思想・文化に対する広汎な知識、これらは学生
指導の上でも貴重なものであったと言えましょう。先生の英語力はその
運用面で特に著しく、昭和32年秋の国際ペンクラブ東京大会では語学
委員として活躍されました。その英語は英語圏の人々に優るとも劣らない
流れるような自然なものでした。かつて学習院大学の英語教育を担ってい
た英米文学科において、日本の英語教育に多大な貢献をされた故稲村松雄
教授が三橋先生を常に相談相手のようにされていたことを思い出します。
そのような関係は、稲村先生のもとでの小学館のrランダム・ハウス大英
和辞典』（昭和48年）及びその他の辞書の翻訳・執筆・編集の仕事を可
能にしたのです。近年は国連英検特A級出題委員のお役目が平成4年から
おなくなりになるまで続いておりました。
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　先生のゼミナール所属の学生や、先生を卒論指導教授とする学生の中に
は、イギリス文学だけでなくアメリカ文学、さらには英語学を専攻する者
が含まれていたこと、そして時代の要請に応じて最近開設された英米文化
特殊講義の担当者として多くの履修者を集めておられたことも先生が貴璽
な存在であられたことを物語るものと思われます。新制大学としての学習
院大学が50年前にかかげていた理想を関心の広さと実践によって体現さ
れていたのが先生ではないかと思えるのです。兎も角、先生との早過ぎた
お別れが悔やまれてなりません。ここに改めて先生の御冥福をお祈り申し
上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　（英米文学科　主任教授）
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